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　取手市ふるさとハローワークは、仕事を探している方の相談窓口として、
国（ハローワーク龍ケ崎）と取手市で共同で運営している施設です。就職に関
する相談や、求人情報の検索や職業相談・紹介が受けられます。この連載では、
相談室の紹介と併せて、就職活動に関する有益な情報を発信していきます。

問 産業振興課☎内線1441

8 広報とりで 2024年 9月 1日号� ※ 8月 26日時点の情報を基に編集しています。

広報とりで
発行/取手市　編集/魅力とりで発信課　〒302-8585取手市寺田5139
TEL 0297-74-2141 内線1193　FAX 0297-73-5995

ホームページ：https://www.city.toride.ibaraki.jp/
e-mail：miryoku@city.toride.ibaraki.jp

広報とりでは、見やすく読み間
違えにくいユニバーサルデザイ
ンフォントを採用しています。

　細かいしぐさをまねるというより、面接官が笑顔を見せてくれたら笑顔
で返す、目線を合わせてきたらそらさず目を見るなど、相手に合わせる心
構えをしておきましょう。
　また、面接官の発言に適度に「はい」「ええ」（「うん」はNG）と相づちを打
つことも心がけると良いでしょう。面接官が発言しているのに、応募者が
全く反応しないのは印象が良くありません。

面接に生かす

　仲良くなりたい相手がいたら、しぐさや話し方をそっとまねてみましょ
う。それだけですぐに仲良くなることは難しいかもしれませんが、好印象
を与えられるかもしれません。

そして、人生に生かす

ほどよく絶妙！

取手市ふるさとハローワークの
就活お役立ちメモ

第6回

シルバーリハビリ体操指導士に
感謝状（茨城県知事賞）を贈呈

7月10日、シルバーリハビリ体操の
体操指導士として10年間活躍した7
人に、感謝状（茨城県知事賞）が贈呈
されました。この体操は、道具を使
わず、どこでもできる介護予防体操
です。受賞した方は、「体操が好きで、
シルバーリハビリ体操を始めました。
体操のおかげで長生きができている
と思います。これからも元気に体操
を続けたいです」と今後の意気込みを
語りました。

市民が大活躍！
テニス全国大会ダブルス部門で優勝

市内在住の椎
しいばし
橋能

よしひさ
久さん（写真左）と

沼
ぬまた
田義

よしお
男さん（写真右）が、東京都で開

催された「第102回毎日テニス選手権」
ベテラン75歳以上ダブルスの部門で
優勝しました。椎橋さんと沼田さんは、
ダブルスを組んで約10年。週一回は一
緒に練習している2人は、「ダブルスは
2人で協力できるから楽しいです」と話
し、「練習してきたことが上手くできま
した。優勝できてうれしかったです」と
今回の大会を振り返りました。

※前から1列目の4人と2列目の3人に、
感謝状が贈呈されました。

問 生涯学習課☎内線2061

市民大学講座
「目で見る取手の歩み」講座（その3）

　令和2年に取手市は市制施行50周年を迎え、3年には市制施行50周年記念「目
で見る取手の歩み」が刊行されました。
　今年度の市民大学では、昨年度に続き「目で見る取手の歩み」の記述を中心に、
「史実と伝説のはざま」をテーマにした取手市の歩みを振り返ります（全3回）。

時間　各回14:00 ～ 16:00（開場13:00）
会場　取手ウェルネスプラザ　セミナールームA・B
講師　埋蔵文化財センター職員
定員　先着80人
費用　無料
申込　以下のいずれかの方法で
　　　▶郵送：〒300-1592藤代700生涯学習課「市民大学講座『目で見る取手の

歩み』講座」係宛て
　　　※往復はがき往信面に講座名、代表者を含む3人までの氏名（ふりがな）、

代表者の住所、申込者全員の電話番号を、返信面に自身の宛先を明記
　　　▶専用申込フォームから※一度の申し込みで3人まで応募可
締切　10月2日（水）必着

開催日（全3回） 内容
10月16日（水） 取手の将門伝説 ―桔

ききょう
梗御前と桔梗塚―

10月29日（火） 源頼政と取手 ―らいしょうさまと頼政塚―
11月15日（金） 佐倉惣五郎と取手 ―小泉村名主半十郎、直訴を助ける―

専用申込
フォーム

　面接やコミュニケーションで役立つ心理学③
　　　～ココロが分かればカラダも動く～

　面接では、相手は自分のどこを見てどんな印象を受けるのでしょうか。
心理学を活用すれば、相手のココロに自分がどう映っているのかを知るヒ
ントを得られます。

相手に好印象を与えるためのテクニック
人間は誰でも自分と共通点がある人には良い印象を持つもので、面接官
も同じです。面接官と共通する話題を探してそれを膨らませたり、面接官
のしぐさをそれとなくまねてみると、知らず知らずのうちに「良い印象」を
与えることができるでしょう。

取手アートプロジェクト共催事業
山王の土で「わたしの土器をつくろう」

問 山王公民館☎85-8352

　山王地域で採れる土を使って、土器作りを楽しむ講座です（できあがっ
た作品は、令和7年1月28日（火）に山王小学校で、参加できる方・児童と
ともに野焼き予定）。

開催日（全3回） 時間 内容
10月5日（土）

①午前の部…10:00～11:30
②午後の部…13:30～15:00

土練りを学ぶ
11月9日（土） 器作り
12月14日（土） 自由作品作り

会場 山王公民館　会議室
講師 神

じんぼ
保惇
じゅん
氏（陶芸家）ほか

対象 小学生以上（未就学児は保護者同伴で参加可）
定員 ①・②各先着10人
費用 500円（全3回の材料費）
持ち物 手ぬぐい、雑巾
申込 電話
締切 9月25日（水）
※汚れても良い服装で参加してく
ださい。


